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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 現在、わが国の環境問題として注目されている森林とくに人工林の荒廃は、国土保全上及び健全な森林経営上から
もその解決が強く求められている。人工林荒廃防止の有効な手段は頻繁に間伐を実施することであるが、従来、需要
が著しく少なかった小中径間伐材を建築構造用材として高付加価値化すること等の方策が極めて重要である。本論文
は、間伐材である小中径若齢材の建築構造部材への積極的活用を意図して、木造スペースフレームシステムヘの適用
について考察したものである。本論文は以下の８章で構成されている。 
 第１章では、日本の林業の現状、現行規格・規準及び既往の研究を踏まえた上で、本研究の目的を述べている。 
 第２章及び第３章では、スペースフレームヘの適用を想定した小中径木の実大圧縮及び引張試験の概要を述べ、材
料強度、ヤング係数等の基礎的力学特性について纏めるとともに、実構造物への適用が十分可能であることを結論づ
けている。 
 第４章では、心持ち丸棒を用いた実大座屈試験の概要を述べ、実験結果に基づいたスペースフレーム圧縮材の設計
用基準材料強度を提案している。 
 第５章及び第６章では、新たに開発した木造スペースフレーム接合部の実大引張及び圧縮試験を行い、接合部の力
学特性について纏めるとともに、接合部の設計法と接合部の剛性を適切に評価した構造解析用部材モデルを提案して
いる。 
 第７章では、小中径木材のヤング係数のばらつきがスペースフレームの応力・変形に及ぼす影響を調査するために
線形弾性解析にモンテカルロ法を適用して行い、スペースフレームの構造形式を二層立体トラス構造に限定した場合、
アーチ形式と平板形式ともに設計軸力を２割程度増加させて設計する必要のあることを指摘している。 
 第８章では、得られた結論と今後の課題について述べている。 
 以上のように、本論文はこれまで建築構造部材としての利用価値が認められていなかった小中径木間伐材をスペー
スフレーム構造に適用することを提案し、主として実験的に検証していることから、当該建築構造の設計手法の確立
に資するところが大きい。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
